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平成22 年6月宇宙開発委員会

「国際宇宙ステーション特別部会 －中間とり
まとめ－」より抜粋

（HTVへの回収機能の付加等）
○国際的にも高い評価を受けているHTVは、ISSの万全の

運用体制確保の観点から、回収機能の付加について、
早急に開発に着手し、早期に技術実証を行うことにより、
2016年以降の運用において国際的に大きな役割を果た
せるように対応することが必要。

○さらに中長期的な観点から、回収機能を付加したHTVの
更なる発展についても、輸送系の長期的な技術開発戦
略と併せて、技術的な観点からの詳細な検討に着手す
ることが必要。

平成22 年5月宇宙戦略本部決定

「宇宙分野における重点施策について ～ 我
が国の成長をもたらす戦略的宇宙政策の推進
～」より抜粋

将来の我が国独自の有人宇宙活動につながる技術基盤の
構築を目指し、これまで我が国が確立していない宇宙からの
帰還技術など、我が国としての自律性の確保・向上を図る上
で不可欠な技術についての研究開発を戦略的に進めていくこ
とが重要である。
具体的には、現在、国際宇宙ステーションへの物資の輸送・
補給を担っている宇宙ステーション補給機（HTV）を活用した
再突入技術の実証などが挙げられる。

将来の我が国の有人宇宙活動に不可欠な技術である安全確実な
帰還・回収技術の実証、確立。

 ISS計画における補給・回収手段確保の観点から、 ISSの利用成
果や軌道上機器の地上回収を実現。

1. 計画の位置付け
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2. ミッションの概要

（図は検討中の形態案の一つ）
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○我が国独自の有人宇宙活動に繋がる基盤技術の確立。

-大型宇宙機の帰還を可能とする熱防護材の製造・組立技術

-帰還時に回収物にかかる荷重が小さく、より正確な範囲に降
着し迅速な回収を可能とする技術（揚力飛行制御 ＊１ 、定点

誘導、緩降下、回収技術など）
＊１） 揚力飛行制御 ： 荷重が大きく飛行経路を制御しない弾道飛行に対して、揚力飛行では、空気

中を飛行するときに働く「揚力」を利用して荷重や飛行方向を制御する。

○ISS計画において、シャトル退役後の輸送・回収手段と
して貢献。

○新規技術開発プログラムの推進による、国内宇宙産業
振興および次世代を担う技術者への技術伝承。

3. 期待される成果
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4. 研究の進捗状況(1/2)

（オプション１） （オプション２）

回収機質量
5.7トン程度
直径4.0m
×高さ3.8m
程度

回収機質量
2トン程度
直径2.6m
×高さ1.5m
程度

○HTVの回収機能のコンセプトについて、将来の有人宇宙船を踏まえた技術実
証要求、ISSユーザ要求、各種制約条件などの分析を行い、ミッション要求の
検討を進めている。

○また、ISS計画の中での輸送・回収手段としての位置づけについて、国際調整
を進めている。

○現在、いくつかのコンセプトについて、技術的観点での優位性（有人化への発
展シナリオ）、費用対効果、国際的な動向の中での日本のプレゼンス維持・向
上等を含めて、比較検討、進め方の検討を実施中。
（オプション０） 小型カプセル案（直近のISSからの回収ニーズに対応）
（オプション１） 開発規模を抑えた回収機を開発し基本的な帰還技術の実証を行う。
（オプション２） 将来の有人機に近い形態での帰還技術の実証を行う。

（オプション０）
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評価項目

（オプション１）
開発規模を抑えた回収機を開発し
基本的な帰還技術の実証を行う。

（オプション２）
将来の有人機に近い形態での帰
還技術の実証を行う。

技術実証
項目

・熱防護材の製造・組立技術
・揚力飛行制御技術
・定点誘導技術
・緩降下技術
・回収技術

・左記と同じ要素技術
・有人宇宙船規模での
システム統合技術
（有人宇宙船と同一の形状、重量に
おける実証）

ISS物資輸送
（目標）

輸送： 与圧カーゴ3.2トン、
曝露カーゴ無し

回収： 0.3トン

輸送： 与圧カーゴ1.6トン、
曝露カーゴ1.5トン

回収： 1.6トン

打上げ
（目標）

2010年代半ば 2010年代半ば

ーオプションの比較ー

4. 研究の進捗状況(2/2)

合計
4.7トン

合計
3.5トン



Page No. 6

○2010年代半ばの打上げを目指し、設計検討を進める。
いくつかの形態オプションについて、 2010年度内を目処にトレードオフ

検討を行い、コンセプトを設定し、設計検討を進める。

 2010年代半ばの初号機打上げを目指し、我が国のISS継続の議論に
配慮しつつ、2011年度は必要な作業を進める。

○あわせて、ISS計画上の位置づけ、2016年度以降の
HTV打上げ計画への取り込みなど、対外調整を進め
る。

5. 今後の計画
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（参考１） HTV搭載を前提とした回収機能のオプション

オプション0：
小型カプセル案

（HTV与圧部内搭載型）

オプション1：
非与圧部内搭載型

オプション2：
与圧部置換型
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（参考２） 有人宇宙活動につながる技術基盤の
獲得に向けた技術実証シナリオ（案）

2011 2010年代半ば 20XX

HTV-R設計、製作、試験 HTV-R運用 有人宇宙船の開発
初フライト

HTV

HTV-R

直径2.6mΦ程度

直径4mΦ程度

早期実証

将来の有人宇宙船
と同じサイズ

有人宇宙船

【 有人化技術】
・搭乗員安全（アボート）技術
・生命／環境維持
・マンマシンインタフェース
（表示、操作、椅子、等）

スケールアップ

そのまま、有人機への発展が可能
・回収機 ⇒ 帰還モジュール
・HTV本体 ⇒ サービスモジュール

米国SpaceX社
Dragon

直径3.6mΦ
(2011年より物資回収)

有人化

ESA ARV
直径4.4mΦ

(2016年 より物資回収)

有人化 (2020年目標)

(他極の動向)

各種再突入機
・OREX
・HYFLEX
・USERS
・はやぶさ

オプション１

オプション２

有人化

オプション0

【共通】

・基盤帰
還技術
の確立

・回収手
段の確
保

http://www.astrium.eads.net/news/2008/atv-evolution/press_release_image?paragraph=5�
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（参考３） HTV-Rで獲得できる技術
JEM「きぼう」の開発・運用により獲得した有人宇宙技術

○生命維持技術

宇宙空間で搭乗員の生命
を維持するための技術
•ＪＥＭ開発では、船内の温湿度
制御、空気循環技術などを修得

エンジニアリング 有人運用技術 搭乗員関連技術宇宙滞在・活動技術 輸送技術

○選抜・訓練技術

搭乗員の活動能力を高め
るための技術

○健康管理技術・
宇宙医学

搭乗員の健康を維持する

○実時間運用管制技術

有人システムを、長期間安全
に運用・利用するための技術
 地上と搭乗員の連携
 異常事態対応 など

○運用サポート技術
長期間の機能維持のため、点
検・交換・予防保全、及び予
備品や実験機器等の補給・回
収を行う技術

○有人ロケット技術

有人宇宙船を宇宙に輸送
する技術。
より高い信頼性が必要。

○有人宇宙船技術

軌道上で搭乗員が活動、
地上に帰還させる技術

○無人補給技術
自立飛行、ランデブー、制御
された再突入等の技術
有人施設に結合できる高い
安全性と信頼性の確保

空気再生技術、水再生
技術など

：現時点で獲得していない技術

●開発管理技術
大規模・複雑なシステムを

開発するためのマネージメ
ント技術

●安全評価・管理
技術

設計から運用まで、安全
性をより厳密に管理・
評価する技術

●信頼性管理技術
安全性を高めるため、
宇宙機の信頼性をより
厳密に管理する技術
（部品・工程管理、検証
方法など）

○他天体への
離着陸技術

月・惑星等の他天体へ着
陸し、離陸する技術

●大型システム
統合技術

大規模・複雑なシステムを
開発するための統合技術

○システム維持機能技術

有人システム構築に必要な
基盤的技術（構造、電力、
通信、熱制御など）

○活動支援技術

宇宙空間での搭乗員の活
動を支援する技術
•ＪＥＭ開発ではロボット技術など
を修得

宇宙服技術、他天体で
の活動技術（作業ロボッ
ト、移動車など）

○搭乗員の宇宙活動
技術

船外活動、宇宙船搭乗、
危機回避 など

○有人宇宙施設からの
無人回収技術

有人施設からの分離、自
立飛行、地上回収技術

：ＩＳＳ計画を通じ、獲得した技術
（現在、実運用を通じ、継続的に技術蓄積中）

○訓練・認定技術

運用管制員の運用技量を
高めるための技術

有人宇宙活動に必要な技術と、ISS計画を通じ獲得した、或いは今後獲得する技術を以下に示す。

○衛生技術
トイレ、シャワー、衛生管理など

：HTV-Rで獲得できる技術
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